










































いえば「中郊農業」をめぐる議論，小さなテーマでは「野菜の F1品種」や「果物の CA 貯蔵」「小中学校の
農繁休暇」「軽種馬牧場の立地」など，多彩な研究テーマでフィールドワークを展開された。その豊富なア
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イデアは驚くほどで，私などは感心するばかりであった。この時期の代表作といえば，市川健夫先生との
共著『再考日本の森林文化』（1985年，NHK ブックス）であろう。また，筑波大学人文地理学研究に掲載
された「日本における夏ダイコン栽培地域の展開とブナ帯」（6号，181－212，1882年）も，集乳圏論文と
は違った種類の名論文であると思う。
さきほど順風満帆期を1992年までとしたのは，その年に齋藤先生が教授になられたからである。筑波
大学の地理学教室は日本最大の規模をもち，必然的に教授である齋藤先生は重い責任を負われたわけであ
る。大学院で数多くの修士論文や博士論文を指導され，また日本地理学会で常任委員や常任委員長，会長
などの役職を歴任されたのは，いずれも1992年以降，筑波大学を退職された2006年までの期間である。加
えて，この期間には，大学でも地球科学研究科の研究科長として研究科再編構想に参画され，地誌学や人
文地理学という従来からの分野のほかに，空間情報科学という新分野の立ち上げに尽力された。また，自
然学類長という他大学の人には説明が難しい役職をこなされたのもこの時期である。自由人という印象
が強い齋藤先生には苦痛であろうと傍で思っていたが，先生は与えられた宿命を義理堅く誠実にはたされ
た。毎年のように出かけられていたブラジル北東部（ノルデステ地方）や，その後のアメリカ合衆国（大平
原やカリフォルニア）での現地調査が，あるいは精神安定剤であったかと考えている。
40年以上にわたる先生とのお付き合いで私が最も感銘を受けたことは，齋藤先生の「研究者としての誠
実さ」である。先生はご自分の興味関心に対して正直であったと同時に，ご自分の満足レベルに対しても
誠実であられた。学術雑誌にはそれぞれ水準があり，水準すれすれでクリアーすれば良いという考え方も
あるが，齋藤先生はバーのレベルをはるかに超える論文を数多く書かれている。論文発表にまでいたらな
いテーマがいくつも残ってしまったのは，それらがご自分の納得できるレベルまで熟さなかったためであ
ろう。同じことは，大学院生への論文指導でも感じた点で，先生は単に形式を満たしているだけでは納得
されず，一つでも齋藤先生を感心させるオリジナルな調査結果を要求された。考えてみると，なかなか厳
しい要求であり，齋藤先生のお弟子さんたちは皆苦労されたことと同情している。
以上，私が直接見聞きしたことを中心に述べたため，齋藤先生の研究業績や学会活動・社会貢献などで触
れずにしまった重要事項があるかもしれない。特にブラジル研究やアメリカ研究については，私の守備範
囲を超えるので，あえて詳しい言及は避けた。他誌の追悼文をご
参照いただきたい。しかし，結論として次のように言うことは，大
方の賛同が得られるように思う。
齋藤先生は2014（平成26）年3月27日に，71歳でそのご生涯を
閉じられた。日本の平均からすれば幾分短いが，全体としてみれ
ば，うらやましいような研究者人生を送られたと思う。ご自分の
好きなことを好きなだけ時間をかけて研究されたのであるから。
その研究成果が，他の多くの研究者に賛美されたのであるから。
中ぶらりんの研究テーマはまだ沢山残されているかもしれない
が，それは豊かなアイデアをもつ研究者の宿命であろう。心から
ご冥福をお祈り申し上げたい。
 （手塚　章）
写真1　日本地理学会会長講演にて
 （2006年3月27日）
